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　　ゆ　　◆4テ夢老定表
7月11日～8月m日

　
昭
和
二
十
年
に
自
宅
の
二
階
で
手
紡

糸
を
始
め
た
の
を
き
っ
か
け
に
事
業
を

広
げ
ま
し
た
。
昭
和
三
十
年
代
は
、
十

日
町
織
物
の
全
盛
時
代
で
、
わ
た
し
の

工
場
で
も
七
十
人
近
い
女
衆
が
い
ま
し

た
。
増
反
増
反
の
時
代
で
し
た
の
で
、

能
率
を
上
げ
る
た
め
に
レ
コ
ー
ド
で
流

行
歌
を
流
し
、
女
衆
は
流
行
歌
を
口
づ

さ
み
な
が
ら
手
機
を
織
っ
た
も
の
で
す
。

　
昭
和
四
十
年
代
の
後
半
か
ら
不
景
気

に
見
舞
れ
、
他
の
織
屋
さ
ん
も
相
次
い

で
や
め
、
わ
た
し
の
工
場
も
昭
和
六
十

年
に
廃
業
し
ま
し
た
。
こ
の
写
真
は
、

昭
和
二
十
五
年
織
物
増
産
で
優
勝
ヵ
ッ

プ
を
い
た
だ
い
た
と
き
、
工
場
の
前
で

撮
っ
た
も
の
で
す
。
若
い
娘
さ
ん
が
多

く
華
や
い
だ
時
代
の
よ
き
思
い
出
で
す
。
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■妊婦検診

　7月24日／13：30～14：00／上村病院

■母親学級

　7月24日／12：45～13：00／上村病院／家族計画

■献　血

　7月14日／10：00～15：00／保健センター前

■村民健康検診

　8月4日／9：00～10：30／如来寺、角間、葎沢、土倉、倉

　　　　　下、小出

　　　　　13：00～14：30／芋沢、高道山、朴木沢、市之越、

　　　　　朴木沢新田、たか羽、白羽毛、程島

　8月5日／9：00～10：30／小原、東田沢、豊里、新屋敷、

　　　　　本屋敷、堀之内

　　　　　13：00～14：30／上山、宮中、干溝、通り山

　8月6日／9：00～10：30／田中、田代、下山、重地

　　　　　13：00～14：30／桔梗原、芋川、芋川新田、倉俣、

　　　　　清田山

　8月7日／9：00～10：30／新里、原町、田沢、山崎

　　　　　13：00～14：30／桂、荒屋、西方、西田尻、東田尻

■子宮ガン検診

　7月2、3、7、9、10、14、16、17、21、23、27、30、31日

⑫（日）
親子自然観察教室（高山植物観察　小松原湿原
集合8：15総合センター）
休日救急医（津南病院費65－3161）

13（月）
遺転者講習会（倉俣地区　倉俣生活改善センター
19：30～21：30）

16休）
運転者講習会（貝野地区　貝野多目的集会施設
19：30～21：30）

17㈹
心配ごと相談日（老人福祉センター　13：00～16：00
相談員　藤田義一）

移動図書館（芋川、倉俣　12：00～13：00）

⑲（日）
七ッ釜まつり（七ッ釜10：00～山菜汁サービス、宝さ
がし、ニジマスつかみどり）
休日救急医（大島医院魯52－2957）

20（月）
移動図書館（重地、下山、田代　12：00～13：30）

21（幻
運転者講習会（清津峡地区　高道山小学校体育館
！9：30～21：30）

22㈱
高齢者講座（10：00～クラプ活動、14：00～時事問題に
っいて講演会、総合センター）

24㈹
心配ごと相談日（老人福祉センター　13：00～16：00

相談員江口行男）　運転者講習会（田沢南、北地区
総合センター19：30～21：30）妊婦検診、母親学級（右参照）

25仕）
清津峡まつり　7月25日～8月2日

⑳（日）
村民体青大会（中里中学校9：00～）
テレビ放映（「クイズ飯山線の旅」TNN12：00～12：55）

休日救急医（千手診療所費68－2034）

27（月）
中里村社会教育短期大学（「日本経済と時事問題」総合セ

ンター　19：00～21：00）

バレーボールナイターリーグ7月27日～8月7日

31㈹
心配ごと行政相談日（老人福祉センター一　13：00～16：00

相談員　江口行男、山田正平）
移動図書館（芋川、倉俣　12：00～13：00）

雪仕） テレビ放映（「清津峡を歩く」TBS9：25～9130）

村民ハイク（尾瀬沼散策％～％）
第13回十日町～飯山歩けあるけ大会

②（日）
休日救急医（上村病院魯63－2111）

3（月）
交通事故移動相談所（十日町市役所　10：00～15：00）

移動図書館（重地、下山、田代　12：00～13：30）

5㈱
高齢者講座（津南町の高齢者との交流会10：00～パネル

ディスカッション、13：00～講演会）

7働
心配ごと相談日（老人福祉センター　13：00～16：00

相談貝　根津敬）

⑨（日）
休日救急医（津南病院費65－3161）

10（月）
村史特別講座（総合センター　19：30～）

22㈱塘器谷1り晶須卿」4：りu～　問題に隷
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　恥

　　　　心配ごと相談日（老人福祉センター　13：00～16：00　　　ラ舜

24㈹灘蠣講。、2藩鵬織麟騒）条
　　　　清津峡まつり7月25日一8月2日　　　　条
25仕）　　　　　　　　　　　　　　条
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　条
　　　　村民体青大会（中里中学校9：00～）　　　　　　　　　ラ舜
⑳（日）テレビ放映（rクイ蓋飯山線の旅」TNN12：・・一12：55）条

　　　　休日救急医（千手診療所費68－2034）
　　　　中里村社会囎短期大学（r日本経済と時事問題、総合セ斐

27（月）ンター19：・・一21：・・）　　　　　条
　　　　バレーボールナイターリーグ7月27日～8月7日　　　　　ラ舜

　　　　心配ごと行政相談日（老人福祉センター一　13：00～16：00　ラ爵

31㈹相談員江・行男・山思正平）　　　　条
　　　　移動図書館（芋川、倉俣　12：00～13：00）　　　　　　　σ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　条

雪
　　　　テレビ放映（「清津峡を歩く」TBS9：25～9130）
　　仕）村民ハイク（尾瀬沼散策％一％）　　　ラ授
　　　　第13回十日町～飯山歩けあるけ大会　　　　　　　　　ラ爵

　　　　休日救急医（上村病院魯63－2111）　　　　　　　　条

②（日）　　　　　　　　　　　条
　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　条
3（月）翻離講碧認寝役露・・1窪ll毫ll：oo）添

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　条
　　　　高齢者講座（津南町の高齢者との交流会10：00～パネル　ラ鳶

5依）ディスカッション・13：・・一講1寅会）　　　条

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　黍
7働纈と織～老人福祉センター13：00～16：00条

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　条
　　　　休日救急医（津南病院費65－3161）　　　　　　　　ラ皆

⑨（日）　　　　　　　　　　条
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　条
　　　　村史特別講座（総合センター　19：30～）　　　　　　　　b
10（月）　　　　　　　　　　　　　条
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　条

※変更する場合があります．御用の際は担当課で確醗．条

　
村
の
産
業
で
あ
っ
た
養
蚕
も

今
で
は
白
羽
毛
、
市
之
越
で
八

軒
し
か
や
っ
て
い
ま
せ
ん
。
蚕

上
げ
に
忙
し
い
白
羽
毛
の
樋
口

忠
蔵
さ
ん
宅
に
お
邪
魔
し
、
そ

の
様
子
を
写
真
に
撮
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

だ

編
集
後
記

　
役
場
で
は
、
住
民
基
本
台
張

国
民
年
金
、
国
民
健
康
保
険
、

税
等
の
事
務
を
電
算
一
元
化
す

る
た
め
に
、
住
民
記
録
電
算
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編
成
し

ま
し
た
。
ま
た
、
中
里
村
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
に

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
タ

ト
チ
ー
ム
も
活
動
し
て
い
ま
す
。

村
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
よ
い

ア
イ
デ
ィ
ア
が
あ
り
ま
し
た
ら

総
務
課
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

「
こ
ん
な
村
や
だ
」
な
ん
て

い
っ
て
い
な
い
で
、
み
ん
な
で

村
の
よ
さ
を
見
い
出
し
、
他
に

誇
れ
る
村
に
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
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夢
は
ぐ
く
む
商
店
街
づ
く
り
を

　
中
里
村
商
工
会
で
は
、
県
の
商
工
労
働
部
で
実

施
し
て
い
る
「
商
店
街
診
断
』
を
、
昨
年
受
け
ま

　
　
　
の

し
た
。
二
の
診
断
は
、
県
中
小
企
業
総
合
指
導
班

と
山
崎
武
中
小
企
業
診
断
士
の
手
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
診
断
は
、
中
里
村
の
商
業
の
進
む
べ
き

方
向
性
と
そ
の
た
め
の
具
体
的
方
策
を
探
る
た
め

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
こ
の
報
告
書
を
基

に
特
集
を
組
ん
で
み
ま
し
た
。
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oちょっとの買物でも配達してくれる。

o営業時間が買物に便刹である。

o地元の人々が普段着で入れる気，楽さがある。

oチケット祭りをとても楽しみにしている。

018日’のチケット3倍の日は、お客様に言われる前に出してほしい。

oAコープと地元の商店のどちらにも行きたいので、自分の目王を

　つくるなど、自らの役割づけをもってほしい。

o一軒で全部間に合う店がほしい。

O品物がワンパターンで変化がない。

o道路幅が狭くて車を停めるスペースもなく安心して買物ができない。

村
内
で
買
物

　
　
　
全
体
の
約
半
数

　
昭
和
六
十
一
年
度
の
買
物
動

向
調
査
に
よ
れ
ば
、
村
内
で
買

物
を
す
る
人
の
割
合
は
、
全
品

目
平
均
で
五
四
・
九
％
と
約
半

数
と
な
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
、

呉
服
、
寝
具
、
家
具
、
服
飾
品

な
ど
の
買
回
品
は
、
約
六
割
が

村
外
に
流
出
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
実
用
衣
料
や
医
薬
品
な
ど

の
準
買
回
品
で
は
、
三
割
が
村

外
に
流
出
し
て
い
ま
す
。
一
番

買
物
行
動
範
囲
の
狭
い
と
い
わ

れ
て
い
る
日
用
雑
貨
、
一
般
食

料
品
な
ど
の
最
寄
品
で
も
、
二

割
が
村
外
に
流
出
し
て
い
ま
す
。

　
村
外
で
買
物
を
す
る
割
合
を

学
校
区
別
に
見
た
の
が
次
の
表

で
す
。
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％
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流
　
　
　
区

　
別

　
　
　
校
　
厚
　
“
　
“
　
“

　
　
　
学
小
　
　
　
　
　
小

　
区
　
　
　
射
漸
灘
劇
軸

　
校

　
学
　
　
　
貝
清
田
倉
高

轡

　
こ
の
結
果
を
見
ま
す
と
、
村

内
で
も
二
種
兼
業
農
家
（
農
外

収
入
が
主
）
率
の
高
い
貝
野
地

区
の
消
費
流
出
が
一
番
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
要
因
と
し

て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
貝
野

地
区
の
多
く
の
人
た
ち
が
十
日

町
市
等
に
勤
め
て
い
る
こ
と
と
、

地
元
に
中
規
模
の
商
店
が
少
な

い
こ
と
で
す
。
農
業
情
勢
が
ま

す
ま
す
厳
し
い
現
状
の
中
で
は
、

勤
め
に
出
る
人
が
増
え
、
買
物

客
の
村
外
流
出
が
更
に
進
む
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
国
道

二
七
号
線
の
改
良
が
遅
れ
て

い
る
こ
と
で
商
店
街
の
近
代
化

が
計
れ
ず
、
十
日
町
市
な
ど
の

大
型
店
に
買
物
客
が
流
れ
て
い

す
。
現
在
で
は
、
買
物
客
の
商

品
知
識
や
品
質
、
鮮
度
に
対
す

る
感
覚
が
鋭
く
、
商
店
の
対
応

も
大
変
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
の
反
面
、
買
物
客
の
流
出
で

各
商
店
が
消
費
者
二
ー
ズ
に
合

わ
せ
た
対
応
を
機
敏
に
で
き
な

い
と
い
う
現
実
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
商
店
の
中
に
は
、
農
業

や
勤
め
で
生
計
を
補
っ
て
い
る

家
も
多
く
、
大
き
な
転
換
に
と

ま
ど
い
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　
店
の
将
来
に

　
　
　
　
不
安
感

　
店
の
将
来
に
つ
い
て
「
不
安

を
感
じ
て
い
る
」
と
答
え
た
経

営
者
は
、
五
七
・
八
％
に
達
し

て
い
ま
す
。
商
店
街
を
活
性
化

し
て
い
く
た
め
に
は
、
買
物
客

の
二
i
ズ
に
合
っ
た
商
店
街
の

整
備
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、

今
後
の
経
営
方
針
で
は
、
　
「
現

状
維
持
」
と
答
え
た
経
営
者
が

三
四
・
九
％
と
多
く
、
店
舗
の

改
築
な
ど
の
積
極
的
な
経
営
を

目
指
す
商
店
が
少
な
い
現
状
で

す
。　

国
道
の
拡
幅
工
事
が
、
ま
近

に
迫
っ
た
現
在
で
も
、
国
道
拡

幅
時
の
対
応
が
し
っ
か
り
と
し

て
い
な
い
商
店
が
あ
る
こ
と
は

と
て
も
残
念
な
こ
と
で
す
。

　
地
理
的
・
人
間
的

　
　
　
　
　
つ
な
が
り

　
地
元
で
買
物
を
す
る
人
た
ち

の
理
由
は
、
一
、
店
が
近
い
こ

と
　
二
、
顔
な
じ
み
で
あ
る
こ

と
　
三
、
営
業
時
間
が
買
物
に

便
利
で
あ
る
こ
と
　
四
、
配
達

を
し
て
く
れ
る
こ
と
な
ど
を
あ

げ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

村
内
の
商
店
街
は
、
商
品
や
店

舗
の
魅
力
よ
り
も
、
地
理
的
、

人
間
的
つ
な
が
り
が
強
い
こ
と

が
分
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の

傾
向
は
、
若
者
や
若
い
主
婦
層

に
な
れ
ば
薄
い
と
推
測
さ
れ
ま

す
。
今
後
と
も
安
定
的
な
経
営

を
し
て
い
く
た
め
に
は
、
各
商

店
が
買
物
客
の
二
i
ズ
や
不
満

に
対
応
し
た
店
づ
く
り
を
し
て

い
く
必
要
性
を
感
じ
ま
す
。

ま
と
ま
り
弱
い

　
　
　
　
商
店
街
活
動

　
村
内
に
は
商
店
街
組
織
と
い

わ
れ
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

商
店
街
活
動
と
し
て
は
、
商
工

会
主
導
に
よ
る
、
中
元
、
歳
末

売
出
し
と
ス
タ
ン
プ
事
業
（
加

盟
五
十
四
店
舗
）
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
中
里

魅力あるゾーンに街なみを統一1

村
商
業
組
合
（
加
盟
十
二
店
舗
）

と
い
う
任
意
団
体
は
、
将
来
の

商
店
街
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

消
費
者
セ
ー
ル
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
商
店
街
活
動
に
対
す
る
各
商

店
の
評
価
は
、
「
ま
あ
活
発
で

あ
る
」
を
含
め
評
価
し
て
い
る

の
が
三
五
・
五
％
と
少
な
い
現

状
で
す
。
商
店
街
活
動
へ
の
協

力
熊
勢
を
見
ま
す
と
「
積
極
的

に
協
力
し
て
い
る
」
と
答
え
た

経
営
者
は
一
二
・
七
％
だ
け
で
、

残
り
の
人
た
ち
は
、
消
極
的
な

姿
勢
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
お
客
を
つ
な
ぎ
止
め
る
た
め

に
は
、
個
々
の
商
店
の
魅
力
づ

く
り
も
大
切
で
す
が
、
そ
れ
以

　　　　　　国道拡幅に向けて
　　　　　　組織づくりを
　　　　｝
　　　　　　　滝沢常一さん
　　　　　　　　　　　　（山崎）

　いま何が必要か。これが商店を経営す

る者にとつて一番頭を悩ましていること

です。人間だれしも自分自身が一番大事

なものです。従って、商店街の振興のた

めに一膚脱ごうとする人は少ない現状で

す。商店街の振興をどれだけの人が真剣

に考えているでしょうか。中心部の商店

街は、国道117号線の改良を控え問題は

山積です。多くの人たちは、国県、また

は村行政からの指導や話しを待っている

様な状態です。こうしていられるのも、

個々の商店に危機感が薄いからだと思い

ます。

　商店街の活性化を考える場合、百年の

大計が必要だと思います。各商店がビジ

ョンをもち、早急に組織づくりをしてい

かなければなりません。一人の力では何

もできません。多くの協力者が必要です。

　商店街診断の報告書には、商店街の現

状に厳しい指摘があります。一刻も早く

活性化に向けて総力を結集しましょう。

へ
騨顯駆聯要
夢ある商

　
　
　
　
　
　
　
灘

ま
す
。
ま
た
、
，
買
物
自
体
が
レ

ジ
ャ
ー
化
し
て
き
て
い
る
こ
と

も
買
物
客
の
村
外
流
出
を
招
い

て
い
ま
す
。

魅
力
い
ま
い
ち

　
　
　
商
店
街
の
現
状

　
徒
歩
か
ら
荷
車
、
荷
車
か
ら

自
動
車
へ
と
人
の
流
れ
が
変
っ

て
き
ま
し
た
。
国
道
一
一
七
号

線
の
田
沢
商
店
街
の
現
状
を
み

ま
す
と
、
車
を
停
め
る
ス
ペ
ー

ス
も
な
く
、
し
か
も
交
通
量
の

増
加
で
、
ゆ
っ
く
り
買
物
を
す

る
と
い
う
状
態
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。　

村
内
の
買
物
客
の
商
店
街
に

対
す
る
意
見
と
し
て
は
、
上
記

に
も
掲
げ
た
よ
う
に
、
「
品
質
の

悪
く
な
っ
た
の
を
平
気
で
置
く

店
が
あ
る
」
　
「
店
内
が
狭
く
ゴ

チ
ャ
ゴ
チ
ャ
し
て
い
る
」
　
「
接

客
態
度
が
悪
い
」
　
「
品
数
が
少

な
い
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま

上
に
商
店
街
と
し
て
の
「
イ
メ

ー
ジ
」
や
「
雰
囲
気
」
づ
く
り

が
大
切
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。

　
現
状
の
商
店
街
活
動
で
は
、

国
道
一
一
七
号
線
の
拡
幅
時
の

商
店
街
構
想
を
ま
と
め
る
の
も

難
し
い
状
態
で
す
。

o
中
弄
南
謬
襲
食

燐
韻
D
　
ξ
　
〆

ロびぎヌ　　　　　　　　　　　　　のロ
活性化への方策を話す診断士

車
社
会
！

　
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
を

　
商
店
街
に
必
要
な
施
設
に
対

し
て
は
、
一
、
駐
車
場
　
二
、

歩
車
道
の
分
離
　
三
、
ア
ー
ケ

ー
ド
　
四
、
共
同
便
所
　
五
、

街
路
灯
な
ど
を
あ
げ
て
い
ま
す
．

　
車
社
会
に
対
応
し
た
駐
車
場

の
設
置
は
必
要
不
可
決
の
も
の

で
あ
り
、
歩
車
道
の
分
離
も
買

物
客
の
安
全
性
を
図
る
意
味
で

必
要
で
す
。
ア
ー
ケ
ー
ド
、
街

路
灯
の
設
置
は
、
商
店
街
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
も

の
で
あ
り
、
ぜ
ひ
と
も
実
現
し

た
い
も
の
で
す
。

強
力
な

　
　
リ
ー
ダ
ー
必
要

　
国
道
拡
幅
を
契
機
に
魅
力
あ

る
商
店
街
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
た
め
に
は
、
協
力
な
リ
ー
ダ

ー
が
必
要
で
す
。
こ
の
リ
ー
ダ

ー
を
中
心
に
各
商
店
が
、
自
店

の
将
来
目
標
を
定
め
る
と
と
も

に
商
店
街
と
し
て
の
構
想
を
打

ち
出
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

その他村外

3％
度
　
　
　
度
　
　
　
度

その他村外その他村内

o
呉
服
・
寝
具

o
高
級
衣
料

O
服
飾
品
・
ア
ク
セ
サ
リ
ー

O
時
計
・
カ
パ
ン
・
メ
ガ
ネ

％

…
開
・9

ロi…i畠

その他村外その他村内

55年度

OO買全
58年度

品回

61年度
目晶

o
準
買
回
品

o
最
寄
晶

砺乞
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！㌦！　　　　　1 1

籔灘霧魏幽1鴻
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劇日開

55年度

58年度

61年度

o
化
粧
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o
医
薬
品

o
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衣
料

2

鼎▲
囎

旭田へその轡賑

o
日
用
雑
貨

O
生
鮮
食
料
品

〇
一
般
食
料
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◎

中心商店街 その他村内
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，
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1
廼
ミ

若
者
の
知
恵
を

　
　
　
　
商
店
街
づ
く
り
に

　
商
工
会
青
年
部
の
懇
談
会
の

中
で
は
、
活
発
な
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
現
在
、
商
工
会
青

年
部
員
は
、
三
十
七
名
お
り
、

消
費
者
サ
ー
ビ
ス
を
目
的
と
し

た
生
活
講
座
、
地
域
お
こ
し
講

演
会
、
各
種
ま
つ
り
イ
ペ
ン
ト

へ
の
参
加
な
ど
積
極
的
な
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
商
店
街
づ
く
り

に
当
っ
て
は
、
柔
軟
で
斬
新
な

考
え
を
も
っ
て
い
る
商
工
会
青

年
部
の
力
の
発
揮
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
商
工
会
青
年
部
が
力
を

合
せ
、
商
店
街
の
イ
メ
！
ジ
の

創
造
か
ら
始
め
て
も
ら
い
た
い

も
の
で
す
。

　
左
の
青
年
部
の
意
見
の
中
に

も
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
商
店
街

の
振
興
よ
り
、
ま
ず
、
若
者
の

魅
力
を
感
じ
る
村
づ
く
り
が
先

決
だ
と
い
う
指
摘
が
あ
り
ま
す
。

　
当
村
は
、
昭
和
五
十
九
年
度

に
総
合
計
画
を
作
成
し
、
　
「
自

然
と
調
和
し
、
や
す
ら
ぎ
と
活

鱒鞭饗纏
鵯謬簿嘗鷲緊警

lll◎鷺纏継感じ、碑づく耀
　　先決で榊一、　　　羅
ゆ犠光額難入れ翻が必難

　◎櫨翻漉べめ希望が強く響綴分

　　を食めた考え方をしない6

　◎長期的膿望がな》㌔

　心行政主導とはい、鍛地嫉融毒し

　　には住民バワーが必肇。

〈膚づ“抄

　◎導門店として客を呼べる店にする。

　O鋼々の商店が魅力ある店づく。り

　　をす、る。

　Oターゲットをしぼり櫃性を出すも

　Oサービスや人的つながりで勝負

　　する。

　0日々の暮らしに困らないので切

　　羽つまったものがない。

　◎Aコープが唱える地域おこし、

　　共存共栄は一方的である。

　◎Aコープができたことにより、

　　’村全体の利便性は増している。

〈父親との違い〉

　Q過去の成功例にとらわれている。

　O販売技術面にギャップがある。

力
あ
る
住
み
よ
い
村
」
を
メ
ー

ン
テ
ー
マ
に
村
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
農
業
、

地
場
産
業
の
低
迷
と
、
当
村
を

と
り
巻
く
情
勢
は
と
て
も
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
現

状
を
打
破
し
て
い
く
た
め
に
は

若
者
の
パ
ワ
ー
が
必
要
で
す
。

　
六
月
二
十
五
日
に
は
、
商
工

会
青
年
部
と
農
業
青
年
協
議
会

と
の
交
流
会
も
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
異
種
業
の
交
流
は
、

視
野
を
広
め
、
更
に
若
者
の
力

が
結
集
さ
れ
る
点
で
と
て
も
よ

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
商
工
会
青
年
部
の
人
た
ち
の

商
店
街
づ
く
り
構
想
を
進
め
る

た
め
に
は
、
現
在
、
経
営
の
実

権
を
握
っ
て
い
る
五
十
～
六
十

代
の
経
営
者
が
、
　
「
若
者
の
ユ

ニ
ー
ク
な
考
え
を
生
か
そ
う
」

と
い
う
姿
勢
が
大
切
で
す
。

　　　　　　　地域構想の中に

　　　　　　　位置づけを

　　　　　　　　滝沢敬一さん
　　　　　　　　　　　　　　（重地）

　子どものころ、田沢商店街の華やかさ

に驚いたものでした。そこには素朴な少

年の思いつく総ての情報と物があったよ

うな気がします。レコード、自転車、漫

画雑誌。どれを見ても胸踊る「物Jがそ

こには確かにあったのです。

　あらゆる「物Jが氾濫している現在、

過去の様に「物」だけを前面に出して商

業振興を考えるのはあまりに無力です。

すべての業界の壁を取り払い地域構想の

中での商店街整備を考えていかないと中

里村は永遠に烏合の衆の集まりに終って

しまうと思うのですが。

こ
　
　
ん
m

‘
　
　
さ
b

り
を
　
　
c

　
　
　
一

く
想

づ
発
誠

街
の
井

店
者
涌

商
若

　目分の店を例にとりますと、あまりに

も品数が多く、店の個性がない状態でする

これからは「この商品はあの店に」とい

うように、個店のカラーを出していく必

要があると思います。国道拡幅時には、

少なくてもアーケードの設置は実現した

いものです。できればそれにブラスして、

小公園的な物を整備し、ゆっくりと買物

を楽しめる雰囲気つくりが大切だと思い

ます。21世紀の商店街つくりに向けて、

若者の柔軟な発想を生かしたいものです6

村
、
農
協
、
商
工
会
、
農
業
改

良
普
及
所
の
実
務
担
当
者
で
組

織
す
る
「
村
お
こ
し
事
業
推
進

調
整
会
議
」
と
実
際
に
特
産
品

づ
く
り
を
や
っ
て
い
る
業
者
や

婦
人
グ
ル
ー
プ
、
青
年
グ
ル
ー

プ
で
組
織
す
る
「
地
域
活
性
化

団
体
連
絡
会
議
」
を
設
置
し
ま

し
た
。

齢
瀧
嚢
潅
騰
連
ゾ
ー
ン
に

　
商
店
街
診
断
の
勧
告
編
で
は

次
の
よ
う
な
提
言
を
し
て
い
ま

す
。　

中
里
村
に
は
、
そ
の
「
顔
」

に
ふ
さ
わ
し
い
生
活
関
連
ゾ
ー

ン
が
な
く
、
自
然
の
成
り
行
き

か
ら
各
施
設
が
散
在
し
て
い
る
。

こ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
住
民
の

た
め
の
街
づ
く
り
は
不
可
能
に

な
る
。
村
民
の
希
望
な
り
要
望

す
る
施
設
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
施
設

を
中
心
地
区
に
集
約
す
る
。
そ

し
て
こ
の
ゾ
ー
ン
を
村
民
の
コ

ミ
ニ
ュ
ヶ
ー
シ
ョ
ン
、
情
報
交

換
の
場
と
し
、
買
物
を
楽
し
み
、

一
日
の
疲
れ
を
い
や
す
ゾ
ー
ン

に
す
る
。
中
心
地
区
ゾ
ー
ン
の

必
要
施
設
と
し
て
公
共
機
関
、

交
通
機
関
、
買
物
施
設
、
文
化

施
設
、
■
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
レ
ジ

ャ
i
施
設
等
が
考
え
ら
れ
る
。

　
買
物
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
f
の

要
素
を
も
つ
、
複
合
的
な
施
設

＞ま
す
。
こ
の
具
体
的
な
事
業
は

左
記
に
掲
げ
る
内
容
で
す
。

　
今
後
は
、
団
体
連
絡
会
議
の

メ
ン
バ
ー
を
、
業
種
ご
と
に
分

け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
つ
い

て
具
体
的
に
進
め
て
い
く
方
針

で
す
。

　
こ
の
事
業
の
総
経
費
は
、
二

百
四
十
．
五
万
五
千
円
で
、
そ
の

内
の
百
万
円
が
県
か
ら
補
助
さ

れ
ま
す
。
こ
の
補
助
事
業
は
単

年
度
で
終
り
ま
す
が
、
来
年
度

以
降
も
産
業
お
こ
し
事
業
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

が
｝
地
区
に
集
合
し
て
こ
そ
、

そ
の
魅
力
の
相
乗
効
果
が
現
わ

れ
、
他
市
町
村
か
ら
の
流
入
客

の
増
加
や
、
地
域
住
民
の
満
足

感
が
高
ま
る
も
の
と
思
わ
れ
る

と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
勧
告
編
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
村
も
深
く
か
か
わ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

そ
れ
以
上
に
大
切
な
の
は
、
商

工
会
内
部
か
ら
の
動
き
で
す
。

こ
の
芽
を
大
事
に
育
て
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
他
力

本
願
で
な
く
自
分
た
ち
の
考
え

を
ま
と
め
実
行
し
て
い
く
力
こ

そ
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の

プ
ラ
ン
実
現
の
た
め
、
各
商
店

が
や
る
こ
と
、
商
店
街
と
し
て

や
る
こ
と
、
村
が
や
る
こ
と
を

明
確
に
し
て
、
他
に
誇
れ
る
商

店
街
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
も

の
で
す
。

　
当
村
の
近
く
で
も
商
店
街
が

一
新
さ
れ
た
地
域
が
あ
り
ま
す

が
、
買
物
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
ー

の
楽
し
み
、
．
ゆ
と
り
の
追
求
は

今
一
歩
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
ソ
フ
ト
化
社
会

の
中
で
、
国
民
の
レ
ジ
ャ
ー
に

当
て
る
時
間
は
ま
す
ま
す
多
く

な
り
ま
す
。
国
道
三
五
三
号
線

を
通
過
す
る
観
光
客
は
増
大
の

一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
観
光
客
を
も
引
き
つ
け
る
魅

力
あ
る
商
店
街
づ
く
り
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。

、
竃
四

　
村
で
は
、
地
域
活
性
化
の
方

策
と
し
て
、
県
の
推
進
す
る
、

「
ふ
る
さ
と
産
業
お
こ
し
推
進

事
業
」
を
取
り
入
れ
事
業
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
当
村
の
主
産
業
で
あ
っ
た
絹

織
物
業
の
衰
退
で
若
年
労
働
者

の
村
外
へ
の
流
出
が
続
い
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
若
年
労
働
者
の

村
外
流
出
を
食
い
止
め
る
こ
と

が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
村

内
の
産
業
の
振
興
を
図
る
方
策

と
し
て
は
企
業
誘
致
と
地
場
産

業
等
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、

企
業
誘
致
は
、
最
近
の
円
高
等

で
ま
す
ま
す
産
業
の
空
洞
化
現

象
を
招
き
、
優
良
企
業
の
村
内

へ
の
誘
致
は
難
し
い
状
況
で
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
地
場

産
業
に
よ
せ
る
期
待
が
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
村
内

で
も
、
農
林
水
産
物
の
二
次
加

工
で
新
し
い
仕
事
場
づ
く
り
も

試
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
販
路
や
商
品
開
発
等

の
問
題
で
、
商
業
べ
ー
ス
に
乗

っ
て
い
る
の
は
数
少
な
い
現
状

で
す
。

　
村
民
の
英
知
を
集
め

　
　
特
産
品
開
発
へ

　
ふ
る
さ
と
産
業
お
こ
し
を
進

め
て
い
く
た
め
に
は
、
現
在
、

特
産
品
開
発
に
携
わ
っ
て
い
る

人
や
関
係
者
の
知
恵
を
集
め
る

こ
と
が
先
決
で
す
。
村
で
は
こ

の
た
め
、
　
「
ふ
る
さ
と
産
業
お

こ
し
」
を
進
め
る
に
当
っ
て
は

　
事
業
は

　
　
三
本
の
柱
で

　
ふ
る
さ
と
産
業
お
こ
し
は
、

人
づ
く
り
事
業
、
啓
蒙
普
及
宣

伝
事
業
、
地
域
資
源
の
有
効
利

用
の
三
本
の
柱
で
進
め
て
い
き

　　《ふるさと産業おこし推進事業計画》

O講演会・テーマ「地域活性化戦略NOW」

o地域資源調査・村民アンケート・資源調査

o食文化調査・伝統食品調査

o先進事例調査・村民研修事業制度を利用

o地場産業フェアー・村内加工・製造産物の展示試食会・

　　商談会の開催・試作品の展示及び試食会・パヅケー

　　ジ包装指導会・イベント事業

o試作品の作成

o講習会・ワラ細工

o流通調査・都市住民意向調査

　　　　　・流通事情調査

　若者の団結
　　　　そして村づくりへ

　6月25日、田町屋の2階は若い熱気に

包まれました。この日、村内の二大若手

グルーブCある．農業毒年協議会（会長

山本信宏、会員63名）と商工会青年部（部

長片桐登規雄、会輿37名）のはじめての交

流会が行われました。これは、商工会青

年部の呼びかけで実現したものです。

　はじめての交流ということで、お互い

の会の紹介と代表者による体験談が話さ

れた後「飲ミニュケーション」に移りま

した。自己紹介では、農業や商業の置か

れている厳しい状況も話され．お互いの

立場を知り合いました。

　今回の交流の中では「今後もこうした

機会を」という意見が多く、村の活性化

への意欲が伝わってきました。他に誇れ

る村を目ざして若者の英知を結集しまし

ようQ

松
く
い
虫
に
ご
用
心

　
い
ま
、
全
国
の
松
が
松
く
い

虫
に
よ
っ
て
つ
ぎ
つ
ぎ
と
食
い

荒
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
内
で
は

昭
和
五
十
二
年
に
初
め
て
発
生

し
ま
し
た
。
当
村
に
は
、
ま
と

ま
っ
た
松
林
は
少
な
い
で
す
が

山
崎
神
社
境
内
、
田
沢
虚
空
蔵

菩
薩
公
園
、
伸
P
川
新
田
な
ど
の

数
箇
所
で
被
害
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
六
月
卜
八
日
に
は
、
山

崎
神
社
の
松
に
防
除
作
業
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

松
を
枯
す
犯
人

　
一
ミ
リ
に
満
た
な
い
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ゥ

　
松
を
枯
す
犯
人
は
、
マ
ツ
ノ

ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
と
い
う
一
ミ
リ

に
も
満
た
な
い
小
さ
な
線
虫
で

す
。
こ
の
線
虫
の
運
び
屋
が
、

マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
と
い

う
昆
虫
で
す
。

村内でも発生早めの防除を

4

r■’ゑ犬慧望
若者のパワーで地域に活力を

翻騰燃囎鎚一’一畿鱗
　
大
切
な
松
は
予
防
を

　
大
切
な
松
を
所
有
し
て
い
る

人
は
、
役
場
開
発
課
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。
予
防
薬
や
防
除

の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昭和62年7月10日広報かかマご5
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交通事故

　
村
で
は
過
去
五
年
問
の
交
通
事
故
の
事
故
分
析
と
そ
の
対
策

を
進
め
て
い
ま
す
。
村
内
の
事
故
の
約
半
数
が
交
差
点
で
の
事

故
で
す
。
そ
の
中
で
も
右
折
時
の
事
故
が
目
立
ち
ま
す
。
ま
た
、

お
年
よ
り
や
婦
人
に
よ
る
原
付
バ
イ
ク
の
事
故
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
交
通
事
故
は
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
族
で
交
通

事
故
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
過
去
五
年
間
で
人
身
交
通
事

故
が
三
回
以
上
発
生
し
て
い
る

場
所
は
、
泉
龍
寺
入
口
付
近
四
件
、

総
合
セ
ン
タ
ー
前
十
字
路
四
件
、

福
田
屋
付
近
三
件
、
役
場
前
三

件
、
駅
通
り
十
字
路
三
件
、
と

な
っ
て
い
ま
す
。

故
原
因
と
し
て
一
番
多
い
の
は
、

わ
き
見
運
転
な
ど
前
方
不
圧
視

に
よ
る
も
の
で
す
。

も
の
と
し
て
は
、

右
未
確
認
、

認
、
一
時
不
停
止
、

な
ど
と
な
っ
て
い

中
で
、

路
は
、

と
て
も
視
界
が
良
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、

　
　
　
　
〈》事故多発地点

ま
す
。
そ
の
原
因
の
ほ
と
ん
ど

が
一
時
不
停
止
に
よ
る
も
の
で

す
。
特
に
最
近
で
は
、
A
コ
ー

プ
中
里
店
や
銀
行
が
で
き
た
た

め
交
通
量
が
増
え
、
今
後
も
こ

の
場
所
で
の
事
故
が
十
分
考
え

す
。
国
道
三
五
三
号
線
は
、
十

二
峠
の
整
備
に
伴
な
い
、
県
外

か
ら
の
車
も
多
く
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
県
外
車
の
多
く
は
高

速
道
路
を
利
用
し
て
来
る
た
め
、

ス
ピ
ー
ド
感
覚
が
甘
く
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
上
、
道
幅
が
狭

く
カ
ー
ブ
の
多
い
こ
と
が
重
な

り
事
故
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　
交
通
事
故
の
多
く
が
チ
ョ
ッ

て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
し

か
し
、
昨
年
全
国
で
九
千
三
百

十
七
人
も
の
人
た
ち
が
交
通
事

故
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
交

通
事
故
は
一
瞬
に
し
て
、
人
の

命
を
奪
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
朝

「
い
っ
て
き
ま
す
」
と
い
っ
て

家
を
出
た
人
が
、
無
言
の
帰
宅

を
す
る
悲
劇
が
、
い
ま
こ
の
瞬

間
に
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
、
県
警
か
ら
「
お
じ
い

ち
ゃ
ん
た
だ
い
ま
」
と
い
う
死

裏 藏 讐 入 顔鞠沢）

国117 至十日町
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夢
の
か
け
橋
来
年
中
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
　
域
　
農

　
中
里
村
と
津
南
町
赤
沢
を
結

ぶ
全
長
十
π
屑
の
広
域
営
農
団

地
基
幹
道
路
（
広
域
農
道
）
の

事
業
認
可
が
下
り
て
か
ら
早
四

年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
ご
存
知
の
と
お
り

既
に
国
道
三
五
三
号
線
の
桔
梗

原
入
口
か
ら
倉
俣
橋
（
仮
称
）

の
橋
台
ま
で
の
道
路
改
良
と
、

橋
脚
三
本
の
工
募
が
終
了
し
て

い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
こ
の
農
道
工
事

に
約
一
億
九
モ
五
百
万
円
の
予

算
が
つ
く
見
込
み
で
、
残
り
の

二
本
の
橋
脚
と
橋
げ
た
の
工
事

が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
予
算

が
順
調
に
付
け
ば
、
来
年
の
十

二
月
こ
ろ
に
は
完
成
す
る
予
定

で
す
。

　
過
去
三
年
問
で

　
五
億
五
千
三
百
万
円
を
投
入

　
こ
の
広
域
農
道
の
工
事
は
、

津
南
町
と
中
里
村
で
進
め
て
い

ま
す
が
、
今
ま
で
に
約
五
億
五

r
三
．
白
万
円
の
工
事
費
が
投
入

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
在

事
業
認
可
を
受
け
て
い
る
全
長

が
完
成
す
る
ま
で
に
は
、
四
十

四
億
七
千
万
円
の
工
事
費
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

冬
期
の
不
安
解
消
へ

　
倉
俣
橋
が
完
成
し
ま
す
と
、

倉
俣
地
区
の
人
た
ち
は
、
へ
っ

つ
り
を
通
ら
な
く
て
済
み
、
冬

期
間
の
安
全
が
図
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
今
ま
で
は
、
津
南
町
の

駒
返
り
地
内
を
通
ら
な
け
れ
ば

中
心
街
に
出
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
こ
の
橋
の
完
成
で
こ
う

し
た
事
態
が
な
く
な
り
ま
す
。

地
域
経
済
の
発
展
に
希
望

　
現
在
、
倉
俣
地
区
で
は
、
県

道
中
深
見
越
後
田
沢
停
車
場
線

の
改
良
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
村
道
清
田
山
線
の
改
良
工

事
も
着
手
さ
れ
、
清
津
峡
↓
清

田
山
自
然
運
動
公
園
↓
七
ツ
釜

道
の
観
光
ル
ー
ト
化
も
進
め
や
す

く
な
り
ま
す
。

　
現
在
、
当
村
で
畑
作
が
軌
道

に
乗
っ
て
い
る
の
は
、
田
沢
地

区
の
一
部
と
倉
俣
地
区
で
す
。

倉
俣
地
区
で
生
産
さ
れ
る
そ
菜

は
、
倉
俣
野
菜
集
出
荷
場
に
集

め
ら
れ
、
最
盛
期
は
こ
こ
か
ら

直
接
関
東
市
場
ヘ
ト
ラ
ッ
ク
便

が
で
て
い
ま
す
。
幸
に
も
倉
俣

地
区
の
そ
菜
生
産
は
順
調
で
、

後
継
者
も
育
っ
て
い
ま
す
。
将

来
的
に
は
、
高
道
山
↓
朴
木
沢

↓
上
山
原
↓
東
田
沢
↓
珠
川
を

早期完成が待たれる

経
て
十
日
町
市
の
池
の
平
ま
で

続
く
全
長
四
十
一
緯
の
広
域
農

道
と
な
る
見
込
み
で
す
。
現
在

の
農
産
物
の
流
通
市
場
の
中
で

は
、
生
産
地
か
ら
消
費
地
ま
で

の
時
間
短
縮
が
大
き
な
課
題
で

す
。　

こ
の
広
域
農
道
の
完
成
で
、

広
域
的
な
そ
菜
流
通
体
制
を
確

立
し
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
大

き
な
課
題
で
す
。
水
稲
栽
培
が

ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る
現
在
、

そ
菜
や
花
卉
へ
の
期
待
が
大
き

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
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★
親
子
自
然
観
察
教
室

●
日
時
　
七
月
十
二
日
㈹

　
　
爵
発
）
午
前
八
時
十
五
分

●
場
所
　
小
松
原
湿
原

●
内
容
　
高
山
植
物
観
察

完成予想図

　参加して何かを

伝言板
　　公民館から
9ワワワoワワリワoワワワワ
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一
★
高
齢
者
講
座

一圏
●
日
時
　
七
月
二
十
二
日
㈱

一
　
　
　
　
午
前
十
時
か
ら

・
場
所
藪
纏
律
タ
i

　
●
内
容
午
前
、
ク
ラ
ブ
活
動

　
　
　
　
午
後
、
時
事
問
題
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
い
て
講
演
会

　
●
日
時
　
八
月
五
日
困
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防犯は地域ぐるみで

　　　　へっつり防犯違絡会

　昭和52年5月に結成された會俣地区の
へっつり防犯連絡会（会長、高野林平）

の．結成10周年記念大会が、6月13Eヨ倉

俣生活改善セン9一で開かれました。
　この日は、防犯フィルムの上映の後、

会に永年功献された倉俣の志田正一さん
と芋川の竹藤房一さんに感謝状が贈られ

ました。また、十日町警察署の小熊青少

年防犯課長が、最近の胃少年非行の現状
と悪質訪問販売の手〔コなどを話してくれ

ました。

　へっつり防犯連絡会の活動は、各集落
に選任された連絡員が．月一回と盆、祭り

にバトロールを実施しています。また、

へっつり防犯ニュースも発行し、地区内
の防犯意識を高めています。
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ドライバーのみなさんお忘れなく

　～運転者講習会～

今年も下記のとおり運転者講習会が

開かれます。みんなで参加しましょう。

角13日（月） 倉俣地区 倉俣生活改善センター

16日（木） 貝野地区 貝野多目的集会施設

21日（幻 清津峡地区 高道山小学校体育館

24日㈹ 田沢南・北地区 中里村総合センター

〃

誉

（PM7：30～2時間）

、誘

　大島和美さん
　　　　　　（倉俣・19歳）

侑）倉俣住宅設備の事務をして

2年目。仕事はとても楽しい。

2人姉妹の姉で．わがままで明

るい性格。これといった趣昧は

ないが、友達との最低でも4時

間の長電話が今のところ楽しみ

の一つ。休臼は午前中に愛車の

軽を洗って午後から友達と遊び

に行くか買物に行くというのが

いつものバターン。理想の男性

は明るくまじめでたよりがいの

ある人。俳優では奥田瑛二が好

き。今一番やりたいことは、友

達と一繕に温泉旅行をすること。

医療費のお知らせ
　　（一般分）

　国民健康保険では、年4回医療費の

通知を行っています。この通知は医療

費の実際を知っていただくとともに、

健康の大切さを認識していただくため

にやっているものです。

　7月発送する通知は、61年4月から

62年3月までの1年間に病気やけがの

ため国民健康保険で治療を受けられた

分です。健康は、自分自身で守りまし

よつ。

一人で悩まず相談を

社会、人間関係の複雑さ、難しさか

ら軽いノイローゼ状態になる人が増え

ています。一人で思い悩んでいてはど

んどん症状が進んでしまいます。

村では下記により精神衛生相談を行

ないます。最近不眠状態を訴える人が

多くなっていますが、この機会に専門

医のアドバイスを受けてみませんか。

★相談日　7月21日（火）午後2時～4時

★会　場　老人福祉センター

　※相談ご希望の方は、7月18日まで

　に役場保健課に申し出てください。

年金相談日変更の

　　　お知らせ
毎月12日に十日町織物会館で開催さ

れています年金相談の8月分は、8月

7日に変更になりました。

免除手続きはお早めに

　　　　国民年金保険料

　国民年金の第一号被保険者で、次の

いずれかに該当し、保険料を納めるの

が著しく困難な人は、申請により保険

料の免除が受けられることになってい

ます。ただし、生命保険料を一定額以

上支払っている場合は免除されません。

1．村民税が賦課されていない

2．失業をして収入がない

3．火災や風水害で被害を受けたとき

4．医療費の出費で家計が苦しいとき

保険料の免除については、役場国民

年金係までご相談ください。

清津峡テレホンカード発売

イベントたくさん
　　％～％清津峡まつり

清津峡銚子の滝附近の景色が入った

テレホンカードが7月7日から発売さ
れました。

★取扱店　だるまや、都屋、おもや、

　清津館、村山荘、笹小舎、上村病院、

　石光石油、丸高石油、西山写真館

今後も中里村の観光資源をもとにシ

リーズで発行する予定です。

　今年も下記のとお融）清津峡まつりが

行われます。楽しいイベントがたくさ

んありますので、ぜひお出かけくださ

し、o

★期間

　7月25日q：）～8月2日（日）この期間

　中旅館において日変り七草の湯が実

　施されます。また宿泊者には特別サ

　ービスがあります。

★7月26日（日）午前10時～

o宝さがし、魚のつかみどりを兼ねた
　ミニウォークラリー（プレゼント有）

o奥山なべ汁サービス

魚は炭火で自分で焼く。

O参加費　大人700円程度

★7月30日休）午後2時～

O清津峡漢谷安全祈願祭
　山伏による大護摩供用

o山車（だし）

★8月2日（日）午前10時～

o高原野菜、きのこ、盆栽市、もちっ
　き大会

O　N　TTによる全国テレホンカード祭
（属、漏、％）

七ッ釜まつり
★日時　7月19日（日）午前10時～

★内容　ニジマスのつかみどり

　　　宝さがし
　　　腕ずもう

　　　特別山菜汁サービス

詳しくは、後ほど全戸配布のチラシ

を見てください。

信濃川の増水にご注意

　本格的な夏を迎え、水による事故が

多くなる季節となりました。

　J　R信濃川発電所では、河川におけ

る水難事故防止のため、宮中取水ダム

から小千谷発電所までの信濃川沿岸に

ダム放流警報用サイレン・スピーカー

を設置してあります。ダムから放流す

るときには警報いたしますので、早め

に安全な場所に退避してください。な

お、サイレン・スピーカーに気づかな

くても増水してきたら急いで退避する

ようお願いします。

　次のようなときは増水が早いので十

分注意してください。

o台風などによる集中豪雨で河川が増

　水し、ダムから放流するとき。

o発電所の設備が故障し、調整池（浅

　河原、山本）の余水路から放流する

　とき。

子どもたちだけの川遊びは非常に危

険です。危険な遊びを見かけたらひと

声注意して、子どもを水の事故から守

りましょう。

新潟県基礎労働講座の

　　　ご案内
労働問題の正しい知識と理解を深め

近代的労使関係の確立と労務管理の改

善向上に役立てていただくため、次に

より基礎労働講座を開催します。

★開催日　7月22日㈱・23日（湘

★会　場　長岡商工会議所

★対　象　企業の経営者、従業貝、一般

詳しくは、役場総務課まで。

新潟県中小企業設備リース

　助成事業のご案内

　県では、（財）新潟県中小企業振興公社

を事業主体として、中小企業設備リー

ス助成事業を実施しています。これは

指定リース会社とリース契約をした企

業に対して、リース助成申請に基づき

毎月支払うリース料の一部を助成する

ものです。

詳しくは役場開発課まで。

新潟県「シルバーマーク』

　　図案募集
高齢者の交通事故防止を図るため、

高齢者の運転する車両に「シルバーマ

ーク」を貼付することとして、今回こ

のシルバーマークの図案をみなさんか

ら募集することになりました。

応募方法等詳しくは役場総務課まで。

停電のお知らせ

★7月24日㈹午後1時30分～4時

　　　　原町、新里の全部
★7月28日㈹午前9時30分～12時

　　　　程島、牧畑、東田尻、西
　　　　田尻、西方、角間、葎沢、

　　　　小出、土倉、倉下の全部

善意をありがとう

次の善意が杜会福祉協議会に寄せら

れました。

★ぞうきん50枚
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伝冒掘
みなさんからの行事案内を掲載す

るコーナーです。

あなたもチームを作って
　　バレーボールナィターり一グ

昨年好評だったバレーボールナイタ

ーり一グ戦が、中里村体育協会主催で
行われます。みなさんも、ぜひチーム
を組んで参加しましょう。

☆期　日　7月27日～8飛7欝
☆種　類　9人制混合チ繭ム
☆参加費　1チーム2，000円
☆串込先及ぴ期日（7月20霞まで）

　池田芳夫　中里農協（鶴63－2521）
　高橋芳雄　　丸高石油（958一一30玉5）

　詳細は、串込みを取りまとめ監督会
議を開き決定します。
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会長

高橋　秀さん
　　　　（宮中）

宮中さつき会は、宮中集落開発セン

ターが建築されたのをきっかけに、昭

和49年5月に結成しました。現在、互

員は21名で月2回、十日町から先生を

招いて練習をしていまず。

踊りをしていて一番の楽しみは、ス

トレス解消と練習後の世間話です。

それと、練習でビッショリ汗をかくの

で、体がとてもスッキリします。

わたしたちの踊りの会がきっかけと

なって、村中に踊りや唄のサークルが

できました。踊りの発表は、芸能祭、

老人福祉大会、年金友の会でやってい

ます。また、踊りの会で．まつりのさ

い銭箱を受けもち、そろいのハッビで

色気をふりまいています。踊りの会に

は、30代～70代までの人がいて、和気

合々に楽しくやっています。

　　連絡先高橋秀（63－3588）
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翼
，
　
瓦
妻
緊
，
，
当
蒙
胴

　
六
月
二
十
六
日
、
倉
俣
小
学
校
で
児

童
と
お
年
よ
り
の
「
ふ
れ
あ
い
の
集
い
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
子
ど
も

た
ち
に
昔
の
生
活
や
遊
び
を
知
っ
て
も

ら
い
、
時
代
感
覚
を
身
に
つ
け
て
も
ら

お
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
倉
俣
の
高
野
孫
一
郎
さ
ん
は
、
大
正

十
二
年
、
当
時
の
修
学
旅
行
と
し
て
は

破
格
の
新
潟
へ
の
旅
行
に
つ
い
て
「
朝

五
時
起
き
で
、
十
一
里
（
4
4
㎞
）
も
あ

る
小
千
谷
ま
で
歩
い
て
汽
車
に
乗
っ
た
。

タ
ビ
の
上
に
ワ
ラ
ジ
を
履
い
て
の
旅
だ

っ
た
」
と
自
分
で
描
い
て
き
た
絵
を
児

童
に
回
し
な
が
ら
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
重
地
の
大
口
弥
太
郎
さ
ん
が

タ
ヌ
キ
に
ま
つ
わ
る
昔
話
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
男
子
は
、
パ
ッ
チ
、
コ
マ

回
し
、
女
子
は
、
お
は
じ
き
、
お
手
玉

あ
や
取
り
な
ど
を
お
年
よ
り
た
ち
か
ら

教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
現
在
で
も
比

較
的
や
ら
れ
て
い
る
と
思
っ
た
コ
マ
回

し
も
で
き
る
子
が
少
な
く
、
手
づ
く
り

の
遊
び
の
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

好
調
に
ス
タ
ー
ト

　
　
　
　
社
会
教
育
短
期
大
学

　
六
月
二
十
九
日
、
中
里
村
社
会
教
育

短
期
大
学
の
開
校
式
が
総
合
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
向
学
心
旺
盛
な
青
年
・
婦
人

等
五
十
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
短

期
大
学
は
、
豊
か
で
主
体
的
な
人
間
の

育
成
と
連
帯
感
の
あ
る
地
域
活
動
を
目

指
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
、
今
年
度
の

社
会
教
育
の
メ
ー
ン
行
事
で
す
。

おばあちゃんの手 魔法使いみたい

昔
の
こ
と
い
っ
ぱ
い
学
ん
だ
よ

　
　
　
　
　
　
倉
俣
小
ふ
れ
あ
い
の
集
い

　　　　　　　　　　w
　　　　　　　　　　単

羊り井口和俊さん（上山）⑳

｝ワ　　和美
｝きっかけは．．．．．．

Y｝
｝
｝　第一印象は一一

｝
｝　引かれたところは……

｝
｝
Y　　　　　　しさに引かれました。
Y　エビソードは…・

｝
｝　　　とですね．
｝　子育てモットー……

｝
｝
｝　村への要望……

Y
暇
　＆　　　　　なものがほしいですね。

　り田代でほ場整備の仕事をしていたとき
彼女が現場事務所に勤めたんですよ。り埼玉

から帰ってきたばかりのときでした。

　リハイカラで東京娘って感じでした。
曽無口でおっかなそうな感じがしましたね。

　　　り明るくて気さくなところです。
ワ作業の休憩時間になると、農業のことを真

剣で話していたんですよ、その純粋さとやさ

　・噸フィルムの入れ方が悪くて、新婚旅

行のロマンチックなシーンがパーになったこ

　　り伸び伸びとした元気な子どもに育
てたい。り子どもとの会話の時間を多く持と

うと家族会議を開いたこともあります。

　り転作問題ですね。農業の進むべき方向
性を示してほしい。ワ子どもたちが自転車を

乗り回す場所がないんですよ。自転車公園的

臥｝をト｝》一｝》一》一》一｝》一》一》一｝ト｝》一》＿ト

向学心旺盛な短大生たち

　
こ
の
日
は
、
　
「
余
暇
利
用
と
生
き
が

い
」
と
題
し
、
元
長
岡
商
業
高
校
教
諭

の
金
沢
忠
夫
氏
が
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

金
沢
氏
は
「
自
分
の
時
間
を
も
た
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
生
き
が
い
を
見
つ
け

る
に
は
、
先
入
感
に
と
ら
わ
れ
ず
何
で

も
や
っ
て
み
る
こ
と
が
大
切
。
そ
し
て

自
分
に
し
か
で
き
な
い
個
性
あ
る
生
き

が
い
を
見
つ
け
よ
う
」
と
ご
自
身
の
料

理
研
究
を
例
に
と
り
な
が
ら
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

顯
臥
回
ー
㌦
．

手ごたえ最高、サオを持つ手にカが

　
清
流
は
友
だ
ち

　
　
　
　
　
　
ニ
ジ
マ
ス
釣
り
大
会

　
中
里
村
の
誇
れ
る
資
源
の
一
つ
に
清

津
川
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
清
津
川
で
、

六
月
二
十
一
日
、
恒
例
の
ニ
ジ
マ
ス
釣

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
バ
ン
バ
ン
」
と
打
ち
上
げ
ら
れ
た

花
火
を
合
図
に
、
百
五
十
人
の
釣
愛
好

者
が
一
斉
に
釣
り
糸
を
垂
れ
ま
し
た
。

始
め
の
三
十
分
が
勝
負
之
い
わ
れ
、
形

の
い
い
ニ
ジ
マ
ス
が
ど
ん
ど
ん
釣
り
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。
最
近
は
、
釣
り
マ
ニ

ア
の
参
加
が
多
く
、
服
装
も
ピ
タ
リ
と

決
っ
て
い
ま
し
た
。

美
し
い
尾
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へ
あ
な
た
も

　
　
　
　
村
民
ハ
イ
ク

☆
期
　
日
　
八
月
一
日
～
二
日

☆
申
込
先
　
清
津
山
の
会

　
富
井
吉
三
費
六
三
i
二
八
一
〇

＊
お
め
で
た
象

み
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）
原
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秀
　
典
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太
島
敏
夫
）
芋
　
沢

露
　
輝
（
清
水
康
秀
〉
荒
　
屋

え
り
花
（
南
雲
新
一
）
田
　
中

亜
沙
美
（
根
津
弘
美
〉
芋
　
川

＊
ご
結
婦
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｛
　
吉
楽
　
重
敏
　
　
干
　
　
溝

　
　
コ

　
瀧
澤
　
明
美
　
　
荒
　
　
騰
、

｛　
吉
楽
廣
志
　
　
上
　
　
出

　
竃
井
，
朋
子
　
　
十
霞
町
市

｛　
上
原
　
数
之
　
　
通
り
山

　
俸
藤
喜
美
子
　
東
京
都

＊
お
く
や
み
＊

　
上
原
　
正
昭
　
娼
　
通
り
山

　
南
雲
　
寅
治
　
雛
　
堀
之
内

　
上
村
　
イ
ト
　
7
5
　
荒
屡

　
渡
邉
　
ヤ
ヲ
　
9
3
　
高
遊
山

碗
幽
匿
圏

繊
歌
晶
顯

劃
讐
際

．
鍾
、
蔽
篇
譲

　
　
　
運
許
発
事

墾　
　
　
酒
免
故
亡

　
　
　
飲
無
事
死

　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●

　
夏
休
み
の
時
期
を
迎
え
海
や

山
へ
の
楽
し
い
計
画
を
し
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
毎
年
こ

の
時
期
に
な
り
ま
す
と
、
帰
省

客
や
家
族
旅
行
で
の
悲
惨
な
交

通
事
故
の
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
ま

す
。
出
掛
け
る
際
は
余
裕
の
あ

る
計
画
を
立
て
、
決
し
て
無
理

な
運
転
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ク
　
の
　
　
る

7
舖
・
，

窺

し
ヘ
　
　
レ
ヤ

囎
錘

、
趣
⑳

　
織
　

霧黙

　　　　ツバクロダケ
　　　　燕　 岳

燕岳ツバクロダケいい響だ。山頂付近の

花こう岩の巨岩が風化して、それが皆中空

をめざして飛ぶツバメに似ている様は圧巻

である。

ご来光を眼下の雲海に見て、引き返そう

とすると、そこに黄色のトウヤクリンドウ

が咲いていた。山小屋に泊り、そこのオヤ

ジが、夕食後アルブホルンを聞かせてくれ

た。ランフの灯の下で、遠く星をながめな

がら一口のウイスキーの昧は、格別だった。

　　　　　　清津山の会広田孝
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